
      
 

  ＜内容＞ 
 

  はじめに 
  
  医院開業 成功実例の紹介 
  ●開業事例を６例にわたって具体的に紹介。 
    さまざまなプロセスや、苦労談が満載。 

 

１．開業環境の現状分析 
  ●開院・廃止状況の最新動向 ●信頼できる専門家との連携  
 

２．様々な開業形態 
  ●自己所有で開業 ●借地開業 ●ビル診の魅力 
 

３．開業ステップ 
  ●経営理念・診療方針の明文化 ●診療圏調査は重要な第一ステップ 
  ●抵触する主な関連法規 ●導入医療機器の決定時期 
  ●資金調達の種類●スタッフ雇用の勘どころ 
  ●開業時期について ●抵触法規について 
 

４．外観と院内アメニティーの向上 
 
５．医療法人化のメリット 
 
  メッセージ 
   推薦文 
   過去にご開業いただいた先生方からのメッセージ 

 
７．あとがき 
 
   
 
 TEL（097）594-395５ FAX（097）594-0390  

〒870-0854 大分市羽屋211番地の2 ユニパスビル1F  
E-mail  success21@train.ocn.ne.jp  URL    http://www.success21.biz 
 

 
 

医院開業コンサルタント 

株式会社 サクセス２１ 

お問い合わせ ・ ご相談は 

      改訂版 
  医院開業ガイドブック  
     差し上げます  !! 

勤務医から開業医へシフトする 

株式会社 サクセス２１ 

医院開業ガイドブック 

あなたを成功へ導きます 

基本構想 調査分析 開業計画の実施 事業経営

イメージヒアリング 資金計画

・経営理念 ・ファイナンス交渉

・診療方針 診療圏調査 建築プラン

開業希望地 １．経営立地調査 ・設計～施工業者確定 診療活動

現地調査 ２．人口動態調査 医療機器検討

３．医療圏調査 ・価格交渉

４．競合医院調査 人事・労務

５．患者動向調査 ・人事募集・面接・採用 経営監理

６．1日当たり来院患者 教育等

数の予測 来院促進

診療圏調査 ７．診療圏調査報告書の提出 ・PR　広告広報活動

（大まかなリサーチ） 公的申請手続き

８．概算医業計画の試算 ・各種手続き　申請届出
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開業立地提案

 場所を確定する場合、家賃もさることながら、事
前に入居時の敷金や間取り、改装費用のシミュレー
ション、建物の構造、水回りや空調などの設備関係
などの情報を周到に調査し、計画を立てて実行に移
す事をお 
勧めします。  

３．開業ステップ 

経営理念・診療方針の明文化は医師の責務 
 
 診療科目や診療方針を文章にまとめて明確にし、基 
本的な方向性を決定することが、全ての始まりと言っ
てよいと思います。 
 医師の示した経営理念や診療方針が確定することで、 
回りのブレインも協調して開業へのお手伝いをするこ
とができます。 
 
診療圏調査は重要な第一ステップ 
 
 開業立地判断は、重要な第一ステップです。ある程
度事前の聞き取り時に、自己資金や地域の土地の実勢
価格を見定めて、購入か事業用借地か、それともテナ
ント開業かの目途を付けておきます。 
 候補地がある程度定まってきたら、業者（不動産会
社）の言われるままでは無く『他の人に売れてしま 
ったら、それはそれで縁が無かったのだ』と言う位の
気持ちにゆとりをもって、交渉に当たる前に診療圏調
査を念入りに行います。 
 時々不動産会社に、『物件を押さえるために手付金
を打ちましょう』と言われることがありますが、現金
を動かすのは慎重に行わなければなりません。 
 具体的にどの程度の患者数が見込まれるかを統計的 
手法で算出致します。これは医業収入をシミュレーシ 
ョンする上で、大事なだけでなく開業地を決定する上
での大きな判断基準となるとともに、金融機関との融
資交渉の重要な資料ともなりますので、慎重に行わな
ければならない重要な第一ステップと言う事が出来ま
す。 

開業場所の探索 
 
 ご存知の通り、近年新規開業を取り巻く環境は、
患者の多い都会へと開業が集中し、ここ九州におい
ても十数年前からの開業ラッシュに伴うエリア争い
により、市中は開業医の先生方で埋め尽くされた感
が否めません。しかし、診療科目・地域の人口密
度・診療圏の設定パターンによって異なりますが、
視点を変えてエリア探索し、患者目線になり需要と
供給のバランスを詳細に調査してみますと、市場の
空洞化地域が見えてくることがあります。 
 まずは理論上の検証を机上で行い、その後現地調
査を重ねながら、推定来院患者数と開院対策を具体
的にお知らせしご報告申し上げます。  
 
導入医療機器の決定時期 
 
 どのような医療機器を具体的に導入するかは、診
療のレベルや予算にも大きく影響してきますので、
早い段階で決定しておいたほうがよいのですが、
中々現実には開業まで時間がある為、確定するのは
どうしても遅れがちになります。当社では過去の経
験でどの診療科にどの位 

診療圏調査について 
 
 希望するような開業場所の目途がついたら、まずは 
マーケットリサーチです。当社では10日～2週間のお 
時間を頂いて下記のデータを収集し、実現性を検証致 
します。 
 ① 地域の特性や将来性 
 ② 地域住民の医療ニーズの必要性の聞き取り調査 
 ③ 同一地域内の競合施設調査 
 

１．まずは、開業予定地の地図を基に、現地を徹底的に 
  くまなく歩きます。交通条件、生活住民動線など人 
  の流れを詳しく調査します。 
２．人口動態調査 
  開業予定地の周辺人口と年齢階級別人口動態調査を 
  行いマーケット（診療圏）の全体像を把握します。 
３．診療圏の設定 
  患者様が徒歩で歩いて通院できる１次診療圏と、そ 
  れ以外にバスやタクシーや自家用車で通院出来る距 
  離を２次診療圏と想定します。 
４．競合医院調査 
  近隣の競合医院を出来る限り詳しく分かる範囲で調 
  査し、評価リストを作成します。 
５．医療需要の算出 
  厚労省患者調査を基に受療率を導き出し、一日当た 
  りの患者数を年齢別に医療需要の人数を最小人数単 
  位で算出します。 
６．推計予想来院患者数の予測 
  最終的に競合医院などの加減係数を乗じて、推計予 
  想来院患者数を予測します。 
 
 当社では初めに開業イメージを詳しくお聞きし、診療 
科目や先生の方針にあう立地物件を絞り込み、診療圏調 
査を行い、事業計画書の作成をスタートとして、開業ま 
での様々な全体スケジュールと、来院促進までを含めて 
コンサルティングさせて頂いております。 
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